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利水対策案（新規利水及び流水の正常な機能の維持）の

提示、意見聴取について



－１－

利水対策案の提示、意見聴取について

今回の説明内容

2～5案程度に絞り込んだ対策案に対し、

上記※３のとおり関係河川使用者（利水
者）や関係自治体から意見をいただく

第１２回今後の治水対策のあり方に関する有識者会議 参考資料 ４ 別紙 ６に一部加筆

※１ 利水参画者において水需給計画
の点検・確認を行うよう要請。

検討され
ない場合

検討された場合

検討主体として、利水参画者の代替案の妥当性を、可
能な範囲で確認
(例)代替案が地下水利用の場合、地盤沈下や水質の面で問題がな
いか などを確認(必要に応じ、関係機関の見解を求める)

検討主体は、ダム事業者や水利使用許可権者として有している情報に基づき可能
な範囲で代替案を検討

概略検討により、利水対策案を抽出 ※２

利水対策案を利水参画者等に提示、意見聴取 ※３

利水対策案を評価軸ごとに検討

利水対策案について総合的に検討

検討主体
直轄ダム →地方整備局等
水機構ダム→水資源機構及び地方整備局
補助ダム →都道府県（地方整備局が協力）

※２ 利水対策案は代替案又は代替案の組合
せにより立案する。

※３ 意見聴取先は利水参画者以外に、
関係河川使用者や関係自治体が考え
られる。

○ 利水対策案は、利水参画者に対して確認した必要な開発量を確認の上、その量を確保することを基本として立案
する。

利水参画者に対し、

ダム事業参画継続の意志があるか、
開発量として何ｍ3/sが必要か確認 ※１

検討主体において、その算出が妥当に行われて
いるか確認

代替案が考えられないか検討するよう
要請

個別ダムの検証における新規利水の観点からの検討

※１

検討主体として、利水参画者の代替案の妥当性を、可
能な範囲で確認
(例)代替案が地下水利用の場合、地盤沈下や水質の面で問題がな
いか などを確認(必要に応じ、関係機関の見解を求める)

な範囲で代替案を検討

概略検討により、利水対策案を抽出 ※２

利水対策案を利水参画者等に提示、意見聴取 ※３

利水対策案について総合的に検討

検討主体
直轄ダム →地方整備局等
水機構ダム→水資源機構及び地方整備局
補助ダム →都道府県（地方整備局が協力）

※２ 利水対策案は代替案又は代替案の組合
せにより立案する。

※３ 意見聴取先は利水参画者以外に、
関係河川使用者や関係自治体が考え
られる。

○ 利水対策案は、利水参画者に対して確認した必要な開発量を確認の上、その量を確保することを基本として立案
する。

利水参画者に対し、

3/s

検討主体において、その算出が妥当に行われて
いるか確認

代替案が考えられないか検討するよう
要請

利水参画者に対し、

3/s

検討主体において、その算出が妥当に行われて
いるか確認

代替案が考えられないか検討するよう
要請



利水対策案（新規利水及び流水の正常な機能の維持）の提示、意見聴取（案）

（案） （案）

－２－

※流水の正常な機能の維持に関する意見聴取（案）は利水に関する部分を、「流水の正常な機能の維持と増進を図る」内容に修文する。

※意見聴取の期間は、概ね1ヶ月程度を予定している。

 
 

河  第          号
平成２３年●月●●日

 
 
 

○○○○ あて 
 
                                               宮 城 県 知 事 

村 井 嘉 浩 
 
 
 
 

鳴瀬川総合開発事業(田川ダム)及び筒砂子ダムの 
利 水 対 策 案 に つ い て （ 意 見 聴 取 ） 

 
 本県の土木行政の推進につきましては、日ごろ格別のご協力を賜り厚くお礼申し上

げます。 
 さて、平成２１年度に国土交通大臣より国等が実施しているダム事業について個別

ダム検証を進めることが示され、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要

領細目」（平成２２年９月２８日付け国河計調第７号）に基づいて検証に係る検討を

実施しております。 
 このたび、国土交通省東北地方整備局及び宮城県において、複数の利水対策案につ

いて検討を行ったことから、ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目

第４再評価の視点１（２）④ｉ）新規利水の観点からの検討の進め方により、今回提

示した複数の利水対策に関する貴職の意見を賜りたく照会します。 
 つきましては、平成２３年●月●●日（●）までに、御回答いただきますようお願

い申し上げます。 
 
 

（問い合わせ先） 
宮城県 土木部 河川課 

 部技術副参事(水資源担当) 高橋 雄治 
                                     TEL 022－211－3176 
                                     E-mail：Kasen-da@pref.miyagi.jp 
 

 
 

国東整河計第        号
平成２３年●月●●日

 
 
 

○○○○ あて 
 
                                               東北地方整備局長 
 
 
 
 

鳴瀬川総合開発事業(田川ダム)及び筒砂子ダムの 
利 水 対 策 案 に つ い て （ 意 見 聴 取 ） 

 
 日頃より国土交通行政に関してご協力いただき感謝申し上げます。 
 さて、平成２１年度に国土交通大臣より国等が実施しているダム事業について個別

ダム検証を進めることが示され、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要

領細目」（平成２２年９月２８日付け国河計調第７号）に基づいて検証に係る検討を

実施しております。 
 このたび、国土交通省東北地方整備局及び宮城県において、複数の利水対策案につ

いて検討を行ったことから、ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目

第４再評価の視点１（２）④ｉ）新規利水の観点からの検討の進め方により、今回提

示した複数の利水対策に関する貴職の意見を賜りたく照会します。 
 つきましては、平成２３年●月●●日（●）までに、御回答いただきますようお願

い申し上げます。 
 
 

（問い合わせ先） 
東北地方整備局 河川部 

 水災害予報企画官 岩崎 等 
                                     TEL 022－225－2171（内線 3521） 
                                     E-mail：iwasaki-h82ac@thr.mlit.go.jp 
 



利水対策案（新規利水及び流水の正常な機能の維持）の提示、意見聴取先

・再評価実施要領細目 第４再評価の視点 １（２）④ ｉ）より、以下の利水参画予定者、関係河川使

用者（利水に関して河川に権利を有する者又は許可を受けた者）や関係自治体として、以下の機関
を抽出。

【１．利水参画予定者】

・農林水産省東北農政局、宮城県

【２．対策案に関係する主な河川使用者】

・宮城県企業局、大崎市、美里町、松島町、東北電力株式会社

【３．構成員及び対策案に関係する自治体】

・宮城県、石巻市、東松島市、大崎市、松島町、色麻町、加美町、涌谷町、美里町

－３－

再評価実施要領細目 第４ 再評価の視点 １（２）④ ｉ）より

（前略）・・・その後、概略検討により、利水対策案（代替案又は代替案の組合せにより立案する。）
を抽出し、利水対策案を利水参画者等に提示し、意見聴取を行う。意見聴取先は利水参画者以外
に、関係河川使用者や関係自治体が考えられる。・・・・（後略）




